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　　　　　ビタミンC欠乏動物における

様々な濃度のビタミンC水溶液に対する嗜好性

安尾　敏明・諏訪部　武・硲　哲崇

（朝n大・歯・口腔機能修復・口腔生理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　的

　ビタミンC（以下、VC）の選択摂取メカニズムを解明するために、これまで、我々は、

VC合成能欠如ラットを用いて、　VC欠乏前後における2g／1のVC水溶液に対する嗜好性

を48時間二瓶法（対蒸留水）にて比較検討し、VCが欠乏するとVC水溶液に対する嗜好

性が増加することを明らかにしたD。しかし、電気生理学的解析の結果、正常動物及び

VC欠乏動物の鼓索神経では、　VCに対し濃度依存的な応答を示すDが、　VC欠乏動物では、

高濃度のVC水溶液に対する応答が正常動物より減少すること2）が明らかとなり、欠乏時

2g／1以外の濃度のVC摂取行動にも違いがある可能性が考えられた。そこで、本研究で

は、48時間二瓶法にて、欠乏前後の様々な濃度のVC水溶液に対する嗜好性を計測した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　方　法

　実験動物としてOsteogenic　Disorder　Shionogi（ODS）／ShiJcl－od／od　6週齢雄ラット全42

匹を用い、O．1、0．3、1、3、10、30及び100　mM群の計7群（各群6匹）に分けた。全て

の動物は個別の代謝ケージ（TECNIPLAST社製、3700MO71）にて飼育した。実験開始ま

では先行研究1’2）と同様に、全ラットには、2g／l　VC水溶液及びVC欠乏飼料（AIN－93G

固形、日本クレア社製）を自由摂取させた。本研究は、朝日大学歯学部動物実験倫理委員

会の承認（No．13－013）のもとに行った。

行動応答の解析

実験計画：

　以下のスケジュールで、毎日の体重、摂餌量、飲水量及び尿量を測定した。

1－2日目：各群のラットに蒸留水のみを二瓶で呈示した。

3－4日目：各々の濃度（0．1、0．3、1、3、10、30及び100mM）のVC水溶液と蒸留水を一

瓶ずつ計二瓶で呈示した。

5－29日目：ラットをVC欠乏状態にするため25日間蒸留水のみを呈示した。

30日目以降：各々の濃度のVC水溶液と蒸留水を一・瓶ずつ計二瓶で呈示した。

測定及び解析方法：48時間二瓶法（VC水溶液と蒸留水）により、　VC水溶液に対する嗜

好性を調べた。データは、嗜好率（＝VC水溶液摂取量÷総摂取量×100）として処理し

た。途中、呈示位置による偏好を防ぐため24時問目に左右の瓶の位置を入れ替えた。嗜

好率の有意差検定には、［濃度×実験日］でのTwo－way　ANOVAを用い、群間で主効果が

あるかどうかを調べ、主効果を認めた場合は、TukeyのHSD法にて下位検定を行った。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

　欠乏前（3－4日）の嗜好率は3mM以下の濃度では約50％であるが、10mM以上の濃度

では50％以下であった。濃度と実験日の二要因分散分析を行った結果、両要因ともに主

効果が認められ（p＜0．001）、交互作用も認められた（ρ＜0．001）。下位検定の結果、10

mM以上の濃度群では、欠乏前と比べ欠乏後のVC摂取2日間は有意に増加した（表1

30－31日）が、その後（表］32－33日以降）は有意な差は認められなかった。また、欠乏

状態では、飲水量、体重、摂餌量及び尿量が減少したが、VC摂取後、　l　mM以上の濃度

群では、これらの量は回復した（図表は省略）が、0．3mM以下の群では回復しなかった。

表125日間蒸留水呈示前後（3－4日と30－31日以降）におけるoDsfshiJcl－odfodラットの

　0．1、O．3、1、3、10、30及び100　mMのVC水溶液に対する嗜好率（＝VC水溶液摂取量

　÷総摂取量×100）。同じ群内において、3－4ロの嗜好率との間に有意差が認められた30
　日以降の嗜好率には、＊を付けた。（＊：p＜0．01、＊＊：p＜0．001）

3－4日 30－31日 32－33日 34－35日 36－37日 38－39日 40－41日

0．lmM 5L2 67．7 41．9

0．3mM 53．3 52．4 44．6

lmM 56．5 45．7 55．9 6L8 47．4 62．9 68．4

3mM 57．4 482 70．1 63．9 53．9 43．1 36．6

10mM 19．7 ＊＊55．4 183 4．8 42 2．5 2．8

30mM 99 ＊＊44．8 12．5 55 4．6 3．9 4．3

100rnM 6．4 ＊39．4 5．3 3．4 4．0 6．2 4．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　察

　本研究の結果、ラットは正常時、10mM以上の高濃度のVC水溶液を忌避するが、　VC欠

乏時には、その嗜好性を一時的に増加させる可能性が示された。この増加は、VC欠乏動

物の高濃度VC水溶液に対する鼓索神経応答が正常動物よりも小さいこと2）と関係するの

かもしれない。また、ラットはlmM以上の濃度のVC水溶液が存在する場合、必要量を選

択摂取し、生存することができる可能性が考えられた。この濃度は、鼓索神経応答解析に

おいて応答が観察される最低濃度（0．3～1mM）2｝とほぼ一致している。これらの結果から、

生体は摂取しても必要量（肝臓での一日合成量）を満たさないような低濃度のVC溶液に

対しては、味覚を利用した選択行動は行えないが、それを満たす濃度のvc溶液に対しては、

味覚も含めた総合的な情報を用いて、その必要量を摂取している可能性が考えられた。
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